
 放射能や線量率の測定結果が「不検出（ND）」となっていることがあります。  
  これは放射性物質が全く存在しないことを意味するのではなく、検出限界未満の濃

度であるということを示しています。  
  検出限界値は測定時間や試料の量などによって変化し、一般的には測定時間が長け

れば長いほど、試料の量が多ければ多いほど、小さい値になります。検出限界値を低
く設定するとわずかな量でも検出することができますが、時間や経費を要することに
なり検査できる試料数の減少につながります。そのため、測定の目的に応じて分析機
関において設定されています。  
  

  本資料への収録日：平成31年３月31日 
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